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品;i王争立学前回 博

最近，社会システムの E デリングと意J~，決定問題に興

味をもち研究を行仕っています.このような問題の中で

の ORの位置づけは，モデリングの一手段，評価の一手

段として重要な役割を担っていると百えるのではないで

しょうか.にもかかわらず，現実の問題に対して ORは

役に立たないという声をよくヰにしますが，数学的にき

れいに定式化されたORが，現実問題今のもつ不確実さ，

会合記録
長期計画委員会
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不I正E確さに柔軟に対処できないことが大きな!原京因の 1 つ

になっているのではなし、かと思います.

Decision making の分野で展開されている Fuzzy

theory をベースにした多様なアプローチが，役に立つ

ORに対する 1 つの方向かも知れません.しかしながら

それ以上に， ORを利用する人が，現実問題と OR とを

いかに紡合させるかというインタフェースに芸術的セン

スを誌なうことが重要ではないかと自分自身の反省から

感じている次第です.このためには結局のところ，現実

問題と ORに精通することしかないのかも知れません.

2 月 2 日(火) (4) 河野 実防衛庁

2 月 l ラ日(月) ( 5 ) 香西 泰東京工業大学

2 月 15 日(月)( 2 ) 問中康信清水建設側

2 月 111 (月) (1) 
入退会

千歳芳一東京都

編集委員会(OR誌) 殿岡元治 日本技術貿易紛

2 月 3 日(水)(11) .57年度から入会 豊田 徹 日本電信電話公社

表彰委員会 2 月 4 日(木) (4) (正会員) 山崎了三いす工自動車紛

2 月 26 日(金) ( 3 ) 青山 氏一 (社)科学技術と経済の 張 事一 明知質業専門大学

モニター委員会 2 月 5 日(金) (2) f三二、、ー 高梨敬子 (財)計量計画研究所

文献賞小委員会 2 月 17 日(水) ( 7 ) 手f貸 jE'Jj.、 日本航空側 。t村淑郎 日本アイ・ビー・エム側

研究普及委員会 2 月 26 日(金) (13) 岡田英明協和椴酵工業側 (学生会員)

主査会議 2 月 26 日(金) (13) 附Hl 修小阿六写真工業紛 橋本克之早稲田大学

庶務幹事会 2 月 2611 (金) (4) 人浦佑而 日本電信電話公社 (賛助会員)

25周年記念事業委員会 亀山喜正岡山大学 側フジミック

編集後記砂桜前線も日一日と北上し，はや 4 月.新入社

員，新入生が会社，学校に沿れ，フレッシュさに満ちて

います.毎年のことながら，明るい気持ちにしてくれる

4 月です.年初以来，内外共にH青いニュースが続くなか

で一時でも和やかな気分にさせてくれます.砂今月の特

集は「商用データベース 1. 企業内データへースのみでは

なく，各記事に紹介されているような多くの|荷用データ

ベースが動いています.この背景にはマイコン，ネット

ワークをはじめとするつンピュータ技術の驚くべき進歩

があります.国際ネットワークを利用してアメリカのデ

ータへースを利用できる国際情報システムの時代です.

また，人工知能分野の蓄積を活かしたソフトウェアの発

達により人聞の思考形態に近L、知識ベースも実用化の一

歩手前まできています.ただ一言，難を言わせていただ

ければ，利用コストが個人で利用できるほど十分安くな

いことです.編集子のような所得階層でも利用できる程

度のコストになることを期待します.砂高岩氏の「テク

ノロジートランスプァー奮戦記J は従来の OR誌にはな

い新形式のものです. ORの活用の場の生々しさが伝わ

る興味ある読物です.情，f)
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